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平
成
24
年
度 

福
島
県
消
防
操
法

南
会
津
地
方
大
会

す
ば
や
い
動
作
と
正
確
な
連
携
操
作
を
披
露

▲第2位に入賞したポンプ車操法

▲賞状を手にする選手と応援団

昨
年
７
月
に
発
生
し
た
新
潟
・

福
島
豪
雨
災
害
時
に
、
懸
命
な
消

防
団
活
動
を
行
い
、
地
域
住
民
の

被
害
の
軽
減
に
努
め
た
と
し
て
、

佐
藤
雄
平
福
島
県
知
事
よ
り
只
見

町
消
防
団
に
「
竿
頭
綬
（
現
場
功

労
）」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

特
に
、
昨
年
７
月
29
日
、
全
町

に
避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
た
後
、

消
防
団
員
は
各
避
難
所
へ
の
誘
導

や
避
難
啓
発
活
動
を
行
い
、
深
夜

に
は
一
部
地
区
で
浸
水
に
よ
る
孤

立
者
を
ボ
ー
ト
な
ど
で
救
助
し
ま

し
た
。
そ
の
後
も
孤
立
集
落
に
対

し
、
支
援
物
資
の
運
搬
や
避
難
所

の
管
理
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
活

動
、
被
災
住
宅
の
土
砂
撤
去
な
ど

で
き
る
限
り
の
復
旧
支
援
に
あ
た

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
災
害
現

場
に
お
け
る
的
確
な
判
断
と
、
迅

速
な
行
動
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で

す
。
表
彰
式
は
５
月
26
日
に
福
島

市
で
開
か
れ
た
第
65
回
福
島
県
消

防
大
会
の
席
上
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

▲表彰状を手にする鈴木好行団長
（左）と目黒町長

只
見
町
消
防
団
に

竿
頭
綬

平
成
24
年
度
福
島
県
消
防
操

法
南
会
津
地
方
大
会
が
、
７
月

８
日
に
南
会
津
町
の
だ
い
く
ら

ス
キ
ー
場
駐
車
場
で
行
わ
れ
、

５
月
11
日
の
結
団
式
か
ら
40
日

間
の
訓
練
を
重
ね
て
き
た
町
を

代
表
す
る
消
防
団
員
、「
ポ
ン

プ
車
操
法
5
名
」、「
小
型
ポ
ン

プ
操
法
4
名
」
の
選
手
が
大
会

に
出
場
し
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
曇
り
空
、
会
場

で
は
選
手
が
思
い
思
い
に
ウ
ォ

ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
し
、
本
番
を
待
ち

ま
し
た
。
ポ
ン
プ
車
は
3
チ
ー
ム
、

小
型
ポ
ン
プ
は
4
チ
ー
ム
が
出
場
、

只
見
町
は
ど
ち
ら
も
2
番
目
に
操
法

を
行
い
ま
し
た
。
鈴
木
好
行
消
防
団

長
か
ら
「
今
日
が
本
番
、
練
習
の
成

果
を
す
べ
て
出
し
切
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
激
励
を
受
け
た
選
手
は
、
全

員
で
円
陣
を
組
み
気
合
を
入
れ
、
競

技
に
臨
み
ま
し
た
。
競
技
で
は
指
揮

者
の
「
集
ま
れ
！
」
で
選
手
は
横
一

列
に
集
合
、「
操
作
は
じ
め
！
」
と

同
時
に
俊
敏
な
動
き
と
絶
妙
な
タ
イ

ミ
ン
グ
で
ポ
ン
プ
操
作
な
ど
を
行

い
、
最
短
時
間
で
火
点
へ
の
放
水
を

完
了
し
ま
し
た
。
ベ
ス
ト
を
尽
く
し

操
法
を
や
り
遂
げ
た
ポ
ン
プ
車
と
小

型
ポ
ン
プ
の
両
部
門
の
出
場
選
手

に
、
鈴
木
消
防
団
長
を
は
じ
め
と
す

る
応
援
団
か
ら
は
感
動
の
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。
選
手
ら
は
、
実
力
を

出
し
切
っ
た
満
足
感
に
浸
り
、
健
闘

を
た
た
え
合
い
ま
し
た
。

ポ
ン
プ
車
操
法
、
小
型
ポ
ン
プ
操

法
の
成
績
と
出
場
さ
れ
た
選
手
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▼
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
・
第
２
位

　

角
田
誠（
指
）、川
原
田
史
紹（
１
）、

堀
金
賢
二（
２
）、舟
木
晋
太
郎（
３
）、

佐
藤
雅
幸
（
４
）、
酒
井
守
（
補
充
）

▼
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
・
第
３
位

　

梁
取
智
之（
指
）、目
黒
大
輔（
１
）、

角
田
祐
介
（
２
）、馬
場
達
也
（
３
）、

酒
井
智
也
（
補
充
）

（
敬
称
略
）
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第
３
回
只
見
町
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ

ー
ク
検
討
委
員
会
が
、
７
月
25
日
に

朝
日
地
区
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
検

討
委
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
第
２
回
の
同
検
討
委
員

会
で
設
置
さ
れ
た
エ
リ
ア
設
定
の
た

め
の
専
門
部
会
で
協
議
さ
れ
た
、
エ

コ
パ
ー
ク
登
録
申
請
に
伴
う
「
核
心

地
域
」「
緩
衝
地
域
」「
移
行
地
域
」

を
設
定
す
る
土
地
利
用
区
分
に
つ
い

て
の
エ
リ
ア
設
定
案
が
提
示
さ
れ
ま

し
た
。
示
さ
れ
た
案
は
5
案
で
、
酒

井
暁
子
専
門
部
会
長
が
説
明
、
協
議

が
な
さ
れ
、
内
容
と
し
て
他
町
村
と

の
協
議
の
必
要
性
や
核
心
地
域
に
お

け
る
登
山
客
な
ど
の
入
山
制
限
、

自
然
公
園
法
や
保
護
林
制
度
な

ど
既
存
制
度
と
の
調
整
な
ど
に

つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
設
定
案
の
も
と
と
な
る

森
林
生
態
系
保
護
地
域
の
特
徴

と
し
て
、
山
菜
採
り
な
ど
を
考
慮

し
核
心
地
域
（
コ
ア
部
）
の
エ
リ

ア
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
こ
と

や
、
イ
ヌ
ワ
シ
保
護
を
重
視
し
コ

ア
部
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
も
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
協
議
内
容
を
踏
ま
え
、

再
度
エ
リ
ア
設
定
の
た
め
の
専

門
部
会
で
検
討
さ
れ
、
8
月
20
日

に
予
定
さ
れ
て
い
る
第
4
回
の

同
検
討
委
員
会
で
エ
コ
パ
ー
ク
登
録

申
請
に
伴
う
土
地
利
用
区
分
に
つ
い

て
の
エ
リ
ア
設
定
案
が
決
定
と
な
る

予
定
で
す
。

ま
た
、
今
回
は
宮
崎
県
綾
町
の
ユ

ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
登
録
に
つ
い
て

も
、
酒
井
暁
子
専
門
部
会
長
の
説
明

が
あ
り
、
日
本
で
は
32
年
ぶ
り
、
5

番
目
の
登
録
で
移
行
地
域
を
持
つ
エ

コ
パ
ー
ク
と
し
て
は
日
本
で
初
め
て

と
い
う
こ
と
で
す
。

な
お
、
第
4
回
の
同
検
討
委
員
会

も
一
般
公
開
に
よ
り
同
会
場
で
午
前

9
時
か
ら
開
か
れ
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

NEWS&FLASH

▲土地利用区分などを協議した第3回検討委員会

第
３
回
只
見
町
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
検
討
委
員
会

エ
リ
ア
設
定
の
専
門
部
会
案
を
提
示

山内仁之さん（小林）は、昭和３２年から統計調査
に従事され、現在も調査員として活動されています。
この間、昭和３５年から１１回の国勢調査員に従事され
たほか、農林業センサス調査を１１回、事業所・企業
統計調査を５回など、全４０回の統計調査に携われた。
この功績により、平成９年に福島県知事統計功労
者表彰を、平成１７年には農林水産大臣より農林業セ
ンサス功績者表彰を、平成１８年には総務大臣より国
勢調査功績者表彰を受けられた。
山内さんは、統計調査の重要性や必要性を認識さ
れ、調査内容を詳細に理解、丁寧な説明を心掛け、
地域の実情を把握しながら、正確な調査と回収率の
向上に努められている。
このような長期にわたる献身的な統計調査員活動
が認められ、藍綬褒章を受章されました。

三瓶藤助さん（大倉）は、昭和５５年から平成元年
に只見町農業委員会長を、昭和６３年から平成８年に
は只見町農業協同組合長を、平成９年から平成１７年
には会津みなみ農業協同組合代表理事組合長を務め
られた。
また、平成１１年に農業振興部門で福島県知事功労
賞を受賞、平成２１年には大日本農会が表彰する農事
功績「緑白綬有功章」を受章されています。
三瓶さんは、昭和３２年に就農して以来、５０年以上
農業に従事され、地域農業のリーダーとして活躍さ
れました。この間、養蚕を中心とした個別経営の確
立、水田の基盤整備事業の推進、農業後継者の育成
などに手腕を発揮、尽力されました。
このように、只見町さらには福島県の農業振興に
大きく貢献されていることから、旭日単光章を受章
されました。

山内 仁之さんに藍綬褒章
春 の 褒 章

三瓶 藤助さんに旭日単光章
春 の 叙 勲
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佐
藤
雄
平
福
島
県
知
事
が
7

月
10
日
に
只
見
町
を
訪
れ
、
昨

年
の
新
潟
・
福
島
豪
雨
に
よ
る

被
災
地
の
復
旧
状
況
を
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
朝
日
地
区
セ
ン
タ

ー
で
南
会
津
方
部
町
村
長
と
知

事
と
の
意
見
交
換
会
が
開
か

れ
、目
黒
町
長
は
じ
め
南
会
津
、

下
郷
の
両
町
長
と
檜
枝
岐
村
長

が
出
席
し
ま
し
た
。

意
見
交
換
の
テ
ー
マ
は
地
域

の
復
興
・
再
生
に
向
け
た
取
組

等
に
つ
い
て
で
、
各
町
村
長
が

意
見
を
述
べ
た
あ
と
、
佐
藤
知

事
が
対
応
策
な
ど
に
つ
い
て
回

答
さ
れ
ま
し
た
。

目
黒
町
長
は
、
昨
年
発
生
し

た
豪
雨
災
害
へ
の
集
中
的
な
復

旧
対
策
の
実
施
と
、
町
が
取
り

組
ん
で
い
る
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ

ー
ク
へ
の
登
録
申
請
に
つ
い
て

県
の
積
極
的
な
支
援
を
要
請
し

ま
し
た
。

最
後
に
佐
藤
知
事
は
「
で
き

る
限
り
の
こ
と
を
全
力
で
や
っ

て
い
く
。県
も
一
緒
に
な
っ
て
、

南
会
津
の
地
域
振
興
に
し
っ
か

り
対
応
し
て
い
く
」
と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

南
会
津
方
部
町
村
長
と
知
事
と
の
意
見
交
換
会

佐
藤
知
事
と
町
村
長
が
意
見
交
換

▲あいさつする佐藤雄平福島県知事

7
月
2
日
に
役
場
本
庁
舎
前
で

「
消
防
軽
積
載
車
配
備
に
係
る
引
き

渡
し
式
」
が
行
わ
れ
、
南
会
津
町
消

防
団
南
郷
師
団
の
組
織
再
編
成
に
よ

り
発
生
し
た
余
剰
機
材
、
消
防
軽
積

載
車
３
台
と
小
型
ポ
ン
プ
１
台
に
つ

い
て
、
無
償
譲
渡
を
受
け
ま
し
た
。

消
防
軽
積
載
車
は
、
第
１
分
団
第

４
班
（
只
見
新
町
）、
第
２
分
団
第

３
班（
塩
沢
）、第
４
分
団
第
２
班（
黒

谷
入
）
に
、
小
型
ポ
ン
プ
は
、
第
１

分
団
第
４
班
（
只
見
新
町
）
に
そ
れ

ぞ
れ
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
目
黒
町
長
が
「
南
会
津

町
よ
り
軽
積
載
車
な
ど
を
譲
り
受
け

機
動
力
が
向
上
し
た
。
配
備
さ
れ
た

機
材
を
有
効
活
用
さ
れ
、
今
後
の
防

災
活
動
に
あ
た
っ
て
ほ
し
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
あ
と
、
各
班
の
班
長
に

目
黒
町
長
か
ら
車
両
車
検
証
と
鍵
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
式
に
は
鈴
木
好

行
消
防
団
長
含
め
９
名
の
消
防
団
員

が
出
席
し
ま
し
た
。

国
道
２
８
９
号
八
十
里
越（
福
島
・

新
潟
県
境
）
の
早
期
全
線
開
通
を
望

み
、
八
十
里
越
道
路
を
限
定
的
に
活

用
し
た
只
見
町
と
新
潟
県
三
条
市
の

物
産
販
売
や
観
光
事
業
の
地
域
間
交

流
な
ど
を
検
討
す
る
「
八
十
里
越
道

路
暫
定
的
活
用
検
討
懇
談
会
設
立
総

会
」
が
６
月
27
日
に
、
漢
学
の
里
・

諸
橋
轍
次
記
念
館
（
三
条
市
）
で
開

か
れ
、
只
見
町
か
ら
久
保
克
昌
副
町

長
、
菅
家
俊
一
商
工
会
長
ら
、
９
名

が
出
席
し
ま
し
た
。

あ
い
さ
つ
で
久
保
副
町
長
は
「
９

号
ト
ン
ネ
ル
の
貫
通
を
契
機
に
只
見

町
と
三
条
市
の
交
流
に
関
し
こ
れ
ま

で
以
上
に
取
り
組
み
、
一
日
も
早
い

全
線
開
通
を
期
待
し
ま
す
」と
述
べ
、

國
定
勇
人
三
条
市
長
は
「
暫
定
的
活

用
が
差
し
迫
っ
て
き
た
今
、
只
見
町

と
三
条
市
が
再
び
結
び
つ
き
あ
う
、

希
望
に
満
ち
夢
の
あ
る
出
来
事
が
現

実
に
な
り
ま
す
。
一
日
も
早
い
全
線

開
通
を
期
待
し
ま
す
」
と
述
べ
ま
し

た
。
議
事
で
は
八
十
里
越
道
路
の
今

後
の
方
針
と
し
て
平
成
24
年
度
は
新

規
が
２
ヵ
所
、
全
13
ヵ
所
の
工
事
を

行
う
予
定
で
あ
る
こ
と
が
説
明
さ

れ
、
今
後
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、

現
在
は
工
事
用
区
間
で
あ
り
一
般
車

両
は
通
行
で
き
な
い
状
態
だ
が
、
９

号
ト
ン
ネ
ル
は
貫
通
し
物
理
的
に
は

仮
橋
の
状
態
で
往
来
は
で
き
る
。
こ

れ
は
工
事
資
材
を
運
ぶ
た
め
の
も
の

な
の
で
、
こ
の
よ
う
な
状
況
で
の
活

用
を
考
え
て
い
き
た
い
と
の
説
明

が
、
国
土
交
通
省
北
陸
地
方
整
備
局

長
岡
国
道
事
務
所
の
稲
本
義
昌
調
査

課
長
よ
り
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
24
年
度
に
予
定
さ
れ

て
い
る
交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
協
議

も
行
わ
れ
、
さ
ら
な
る
地
域
交
流
を

図
る
こ
と
を
確
認
し
会
議
は
終
了
し

ま
し
た
。

▲目黒町長より各班長に鍵などが手渡された
▲あいさつする久保副

町長

消
防
軽
積
載
車
配
備
に
係
る
引
き
渡
し
式

南
会
津
町
消
防
団
か
ら
軽
積
載
車
な
ど
譲
り
受
け

八
十
里
越
道
路
暫
定
的
活
用
検
討
懇
談
会
設
立
総
会

国
道
２
８
９
号
八
十
里
越
を
活
用
し
た
交
流
を
検
討
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あ
が
り
こ
型
樹
形
を
形
成
す
る
樹

木
は
、
ブ
ナ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
ス
ギ
な

ど
が
あ
り
ま
す
が
、
コ
ナ
ラ
は
そ
の

性
質
か
ら
、
あ
が
り
こ
型
樹
形
は
形

成
さ
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
只
見
町
の
「
あ
が
り

こ
コ
ナ
ラ
」
の
存
在
は
、
こ
れ
ま
で

の
常
識
を
覆
す
も
の
で
し
た
。
コ
ナ

ラ
の
あ
が
り
こ
型
樹
形
が
形
成
さ
れ

た
要
因
と
し
て
は
、
や
は
り
只
見
の

多
雪
環
境
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に「
あ
が
り
こ
コ
ナ
ラ
」

は
、
只
見
の
よ
う
な
多
雪
と
い
う
自

然
環
境
と
そ
こ
に
暮
ら
し
て
き
た

人
々
の
歴
史
的
な
森
林
利
用
の
形
態

に
よ
り
生
み
出
さ
れ
た
所
産
で
す
。

今
日
、
そ
の
利
用
形
態
は
消
滅
し
ま

し
た
が
、
地
域
の
歴
史
と
人
々
の
生

活
を
今
に
伝
え
る
貴
重
な
「
文
化
遺

産
」
と
い
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

只
見
町
で
は
２
０
０
９
年
よ
り
ナ

ラ
枯
れ
（
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ

が
伝
播
す
る
ナ
ラ
枯
れ
菌
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
る
、
ブ
ナ
科
樹
木
の

伝
染
病
の
流
行
）
が
観
察
さ
れ
、
現

在
も
そ
の
被
害
が
拡
大
し
て
い
ま

す
。
ブ
ナ
科
樹
木
で
あ
る
「
あ
が
り

こ
コ
ナ
ラ
」
も
そ
の
被
害
の
対
象
と

な
り
、
集
団
枯
死
が
危
惧
さ
れ
、
保

全
策
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
６
月

30
日
と
７
月
１
日
の
二
日
間
で
、
山

形
県
森
林
研
究
研
修
セ
ン
タ
ー
と
東

北
大
学
の
協
力
に
よ
り
「
あ
が
り
こ

コ
ナ
ラ
」
の
保
全
対
策
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
柴
倉
山
山
麓
の
牧
平
に
お
い

て
、
山
形
県
森
林
研
究
研
修
セ
ン
タ

ー
齊
藤
正
一
氏
の
指
導
の
も
と
、
只

見
町
ブ
ナ
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
、
ナ
ラ
枯
れ
の

原
因
と
な
る
ナ
ラ
菌
の
拡

大
を
防
ぐ
殺
菌
剤
を
「
あ

が
り
こ
コ
ナ
ラ
」
60
個
体

に
注
入
し
ま
し
た
【
写
真

2
】。
こ
れ
ま
で
の
ア
ン

プ
ル
（
薬
液
の
入
っ
た
容

器
）
に
よ
る
殺
菌
剤
の
注

入
法
と
は
異
な
り
、
木
の

根
元
に
ド
リ
ル
で
穴
を
開

け
、
注
射
器
で
薬
剤
を
注

入
す
る
新
た
な
方
法
で
行

わ
れ
た
作
業
は
、
実
証
試

験
で
も
あ
り
ま
す
。

今
回
の
保
全
対
策
に
よ

り
、只
見
町
の
貴
重
な「
あ

が
り
こ
コ
ナ
ラ
」
を
守
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

～
貴
重
な
只
見
町
の

「
あ
が
り
こ
コ
ナ
ラ
」
～

只
見
町
に
は
全
国
的
に
も
珍
し
い
「
あ
が
り
こ
コ
ナ
ラ
」
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
コ
ナ
ラ
の
最
大
の
特
徴
は
、
根
元
幹
が
肥
大
化
、
根
元

か
ら
、
3
か
ら
4
メ
ー
ト
ル
付
近
で
枝
分
か
れ
し
、
箒
（
ほ
う
き
）

を
ひ
っ
く
り
返
し
た
よ
う
な
樹
形
で
あ
る
こ
と
で
す
【
写
真
１
】。
こ

の
よ
う
な
樹
形
を
「
あ
が
り
こ
」
と
言
い
、
人
間
が
薪
材
生
産
を
目

的
と
し
て
樹
木
を
雪
上
伐
採
し
、
そ
の
後
に
伐
採
位
置
か
ら
発
生
し

た
萌
芽
幹
（
ぼ
う
が
か
ん
）
を
薪
と
し
て
利
用
で
き
る
サ
イ
ズ
ま
で

生
育
さ
せ
、
繰
り
返
し
伐
採
利
用
し
て
き
た
結
果
、
生
ま
れ
た
も
の

で
す
。

▲齊藤正一氏の指導によるナラ枯れ対策作業【写真2】

▲あがりこコナラ【写真1】

NEWS&FLASH

貴重な「あがりこコナラ」を
ナラ枯れから守りたい…

「
あ
が
り
こ
コ
ナ
ラ
」
は

貴
重
な
「
文
化
遺
産
」

迫
り
来
る

ナ
ラ
枯
れ
の
脅
威

最
新
技
術
に
よ
る

「
あ
が
り
こ
コ
ナ
ラ
」
の

ナ
ラ
枯
れ
対
策
を
実
施


